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地域の会�地域の会�
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平成18年11月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�

C O N T E N T S

1

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�

第38回定例会�
作業員の計画線量越え及び再循環系配管の取り扱いについて�

第39回定例会�
「原子力政策について」説明を受ける�

発電所を巡る主な動き�
地域の会に寄せられた声「みんなの広場」�
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第39回定例会�

▲地下探査のデモンストレーション�



前
々
回
定
例
会
時
の
質
問
及
び
前
回
定
例

会
以
降
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
応
答
�

��Q
　
映
画
「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」の
中

で
、
再
処
理
施
設
が
一
日
で
出
す
放
射
性

物
質
は
、
原
子
力
発
電
所
が
出
す
一
年
分

と
言
っ
て
い
た
が
、
本
当
な
の
か
。
�

A
　
（
保
安
院
）
再
処
理
工
場
と
原
子
力
発

電
所
で
は
、事
業
内
容
が
全
く
異
な
り
放
射
性

物
質
の
種
類
も
違
う
た
め
単
純
に
は
比
較
で
き

な
い
。
質
問
と
同
じ
よ
う
な
計
算
を「
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
」が
出
し
て
い
る
が
計
算
は
正
し

く
な
い
。
原
子
力
発
電
所
も
、
再
処
理
施
設
も

（
一
般
公
衆
の
限
度
で
あ
る
）
年
間
１
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
の
線
量
と
い
う
状
況
で
あ
る
。�

Q
　
３
号
機
で
制
御
棒
の
一
本
が
全
挿
入

位
置
か
ら
1
ノ
ッ
チ
（
約
１５
㎝
）
引
抜
け
た

ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
、
制
御
棒
が
抜
け
る
の

は
稀
な
こ
と
と
言
っ
た
が
、
そ
う
な
の
か
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）
制
御
棒
を
全
挿
入
後
、

長
い
時
間
が
経
っ
て
か
ら
1
ノ
ッ
チ
引
き
抜
け

た
事
象
は
初
め
て
で
あ
る
。
通
常
の
制
御
棒

操
作
時
に
1
ノ
ッ
チ
落
ち
て
、
再
度
、
ボ
タ
ン

を
操
作
し
て
挿
入
す
る
こ
と
は
稀
に
は
あ
る
。
�

Q
　
通
常
の
定
期
検
査
の
場
合
、
発
電
開

始
後
か
ら
最
終
検
査
を
経
て
営
業
運
転
ま

で
１
月
程
度
と
思
う
が
、
2
号
機
は
昨
年
１２

月
の
発
電
開
始
か
ら
営
業
運
転
ま
で
5
ヶ
月

近
く
か
か
っ
た
の
は
、な
ぜ
か
。
�

A
　
（
保
安
院
）
東
芝
の
流
量
計
問
題
等
不

適
合
事
象
が
あ
り
、
最
終
検
査
を
途
中
で
止

め
た
こ
と
等
の
た
め
で
あ
る
。
�

�協
力
企
業
作
業
員
の
計
画
線
量
超
え
�

の
発
生
に
つ
い
て
質
疑
応
答
�

��・（
東
京
電
力
）
2
号
機
原
子
炉
建
屋
及
び

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
い
て
、
協
力
企
業
作
業

員
が
放
射
線
測
定
作
業
中
、
線
量
計
が
計

画
線
量
（
0.80
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
を
超
過
し

た
た
め
警
報
を
発
し
た
が
、
作
業
を
継
続
し

た
た
め
、
計
画
線
量
を
超
え
1.03
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
の
放
射
線
量
を
受
け
た
。
�

　
原
因
と
し
て
、
①
線
量
測
定
に
予
測
よ

り
時
間
が
か
か
っ
た
、
②
作
業
実
施
前
の

検
討
不
足
、
③
警
報
が
鳴
り
、
管
理
区

域
か
ら
退
域
し
た
後
の
再
入
域
に
対
し
、

事
前
検
討
が
不
十
分
、
④
作
業
者
自
身

の
認
識
不
足
等
が
、
あ
っ
た
。
�

　
対
策
と
し
て
、
①
管
理
区
域
へ
の
入
退
域
管

理
装
置
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
変
更
、②
協
力
企
業

へ
の
業
務
管
理
徹
底
、③
教
育
・
指
導
の
徹
底
、

④
各
社
に
対
す
る
水
平
展
開
、を
実
施
す
る
。
�

��Q
　
専
門
職
の
中
堅
作
業
員
が
何
故
こ
の

よ
う
な
ミ
ス
を
し
た
の
か
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）ベ
テ
ラ
ン
が
故
の
過
信

が
、
有
っ
た
と
思
う
。
�

Q
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
か
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）
計
画
外
で
1
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
過
し
た
不
適
合
は
初
め
て
で
あ
る
。
�

Q
　
こ
の
作
業
は
1
人
で
し
て
い
た
の
か
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）
最
初
は
１
人
で
し
て
い

た
が
、
再
入
域
後
は
、
２
人
で
し
て
い
た
。
�

Q
　
健
診
等
は
受
け
た
の
か
。ま
た
、
今
後
こ

の
作
業
者
は
同
じ
作
業
に
従
事
す
る
の
か
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）受
け
た
線
量
が
健
診
を
必

要
と
す
る
レ
ベ
ル
で
な
い
の
で
、健
診
は
し
て
い
な

い
。ま
た
、当
該
者
の
再
教
育
は
、当
然
行
う
が
、

今
後
、同
じ
作
業
に
従
事
す
る
か
ど
う
か
は
、担

当
会
社
に
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。�

�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
3
号
機
と
4
号

機
の
原
子
炉
再
循
環
系
配
管
で
発
見
さ
れ

た
ひ
び
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
質
疑
応
答
�

��・（
東
京
電
力
）3
号
機
の
ひ
び
に
つ
い
て
、今
後

１３
年
間
は
健
全
性
が
保
た
れ
る
と
の
健
全
性

評
価
結
果
と
、
5
年
以
上
の
健
全
性
が
認
め

ら
れ
る
場
合
、
最
大
5
年
間
の
運
転
継
続
が

許
容
さ
れ
る
と
の
制
度
を
踏
ま
え
、配
管
の
応

力
改
善
工
事
を
行
う
次
回
定
期
検
査
時
に

交
換
。
4
号
機
に
つ
い
て
は
、ま
だ
評
価
は
出

て
い
な
い
が
、
今
回
の
定
期
検
査
で
実
施
す
る

応
力
改
善
工
事
に
あ
わ
せ
て
交
換
す
る
。�

・（
保
安
院
）
東
京
電
力
か
ら
の
評
価
結
果

に
つ
い
て
は
、
保
安
院
と
し
て
も
独
自
に
確

認
し
、
妥
当
と
評
価
し
た
。�

��Q
　
ひ
び
は
、そ
の
ひ
び
が
進
展
す
る
だ
け
で

な
く
、
新
た
に
出
来
た
り
、ひ
び
と
ひ
び
が
繋

が
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）
制
度
上
運
転
が
許
容
さ
れ

る
5
年
間
、
何
も
し
な
い
の
で
は
な
く
、
次
の
定
期

検
査
以
降
も
検
査
を
す
る
こ
と
で
、
十
分
、
監
視

出
来
る
も
の
と
考
え
る
。な
お
、
3
号
機
は
、
次
回

定
期
検
査
時
に
交
換
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。�

Q
　
前
回
の
定
期
検
査
時
は
、ひ
び
が
無
か
っ

た
も
の
が
、
1
年
間
で
こ
ん
な
に
発
生
し
た
。ひ

び
の
発
生
・
進
展
は
、そ
ん
な
に
早
い
の
か
、
前

回
の
測
定
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
て
欲
し
い
。
�

A
　
（
保
安
院
）事
業
者
が
実
施
し
た
測
定
を

国
も
確
認
し
て
い
る
。4
号
機
の
ひ
び
の
進
展
に

つ
い
て
は
、
1
年
間
で
新
し
く
発
生
し
て
、
進
展

す
る
予
測
範
囲
内
だ
っ
た
と
確
認
し
て
い
る
。
�

Q
　
不
正
問
題
の
時
は
、異
常
が
あ
っ
た
も
の
は

全
て
交
換
を
し
た
。
今
回
、
3
号
機
は
来
年
交

換
す
る
、4
号
機
は
今
年
交
換
す
る
と
い
う
の
は
、

ま
ち
ま
ち
な
場
当
た
り
的
対
応
で
は
な
い
か
。�

A
　
（
新
潟
県
）
県
は
、
事
業
者
の
健
全
性
評

価
の
結
果
と
対
応
に
つ
い
て
、
技
術
委
員
会
に

指
導
・
助
言
を
求
め
て
検
討
・
判
断
を
し
た
上

で
対
応
し
て
い
る
。
�

　
交
換
し
た
配
管
の
ひ
び
を
調
べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
３
号
機
は
１
年
間
の
ひ
び
の
進
展
具
合
が

わ
か
り
、４
号
機
は
検
査
と
実
際
の
ひ
び
が
比

較
で
き
る
。そ
う
い
う
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
れ
ば
、

健
全
性
評
価
技
術
の
進
歩
に
つ
な
が
り
、
安
全

性
評
価
基
準
の
向
上
に
有
意
義
と
い
う
こ
と

で
、
配
管
取
り
か
え
後
は
、ひ
び
の
状
況
等
に
つ

い
て
調
査
の
上
、
公
表
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
�

Q
　
ひ
び
が
あ
る
か
ら
直
ぐ
に
交
換
す
る
の

が
、
必
ず
し
も
良
い
と
は
思
わ
な
い
。
キ
チ
ン

と
管
理
を
し
な
が
ら
、
使
え
る
も
の
は
使
っ
て

行
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
�

A
　
（
保
安
院
）
国
で
も
交
換
よ
り
も
補
修
の

方
が
短
期
間
で
の
工
事
が
可
能
、
施
工
の
容

易
さ
、
被
ば
く
や
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄
物

が
少
量
等
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
検
討
し
て
い
る
。
�

2

作
業
員
の
計
画
線
量
越
え
及
び
再
循
環
系
配
管
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

�

内　　容�

第38回定例会の概要�
平成18年8月2日（水）�

柏崎原子力広報センター　研修室�

18名（欠席6名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村 �

原子力安全・保安院 �

保安検査官事務所 �

地域担当官事務所 �

東京電力（株） �

●前回定例会以後の動き   �

●作業員の計画線量越えの件について�

●3、４号機再循環系配管の取り扱

いについて   �

●検査制度の改善案について   �

●その他�

【
質
疑
応
答
】
�

【
質
疑
応
答
】
�

【
質
疑
応
答
】
�

【
発
生
状
況
、
原
因
及
び
対
策
等
の
説
明
】
�

【
状
況
及
び
処
置
等
の
説
明
】
�

38

地
下
探
査
の
�

　
デ
モ
を
視
察
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
で
は
、
「
発
電
用
原
子

炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設

計
審
査
指
針
」
の
改
訂
に

伴
い
、
発
電
所
周
辺
の
地

質
調
査
の
一
環
と
し
て
地
下
探
査
を
実
施

す
る
。
そ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
９

月
５
日
に
同
発
電
所
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
に
隣

接
す
る
原
子
力
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
で
行
わ
れ
た
。
地
域
の
会
で
は
、
そ
の
模

様
を
視
察
し
た
。
�

��Q
　
調
査
を
実
施
す
る
距
離
は
ど
れ
位
か
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）お
よ
そ
２３
㎞
で
あ
る
。
�

�

【
質
疑
応
答
】
�



3

【
質
疑
応
答
】
�

【
各
委
員
の
意
見
要
望
】
�

【
報
告
】
�

　
地
域
の
会
で
は
、「
高
速
増
殖
炉
„
も
ん

じ
ゅ
“
」
等
の
視
察
を
計
画
し
た
。
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
　

原
子
力
発
電
立

地
対
策
・
広
報
室
　

鈴
木
洋
一
郎
室
長
か
ら

「
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
説
明

を
受
け
た
。
�

��　
�

Q
　
原
子
力
政
策
の
検
討
委
員
の
構
成
が
、

賛
成
、
反
対
な
ど
、
均
等
に
構
成
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
�

A
　
（
エ
ネ
庁
）
委
員
の
人
選
に
当
っ
て
は
、

検
討
す
る
内
容
に
照
ら
し
、
適
切
な
方
を
選

任
し
た
。
ま
た
、
広
く
意
見
を
聞
く
た
め
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
�

Q
　C

O
2

を
削
減
す
る
に
は
、
原
子
力
も

必
要
と
思
う
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
�

A
　
（
エ
ネ
庁
）
我
が
国
で
は
発
電
時
に

C
O
2

を
殆
ん
ど
排
出
し
な
い
原
子
力
発
電
を

進
め
る
方
針
だ
が
、
勿
論
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
重
要
な
柱
と
し
て
進
め
る
。
�

Q
　
原
子
力
発
電
に
よ
るC

O
2

削
減
が
強

調
さ
れ
て
い
る
が
、
放
射
性
廃
棄
物
に
よ
る
環

境
汚
染
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
�

A
　
（
エ
ネ
庁
）
放
射
性
廃
棄
物
の
問
題
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
法
律
で
処
分
方
法
を
決
め
、

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
�

Q
　
原
子
力
発
電
所
の
設
備
利
用
率
の
向
上

を
図
る
た
め
、定
期
点
検
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と

は
、安
全
確
保
の
考
え
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。�

A
　
（
エ
ネ
庁
）
事
故
等
に
よ
り
原
子
力
発
電

所
の
稼
働
率
が
低
下
し
て
い
る
が
、
安
全
を
無

視
し
て
稼
働
率
を
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。�

A
　
（
保
安
院
）
原
子
力
安
全
・
保
安
院
で

は
、
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
率
を
見
て
、
安

全
規
制
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
、

電
力
需
要
に
影
響
が
出
た
と
し
て
も
危
険
な

ら
法
的
権
限
で
原
子
炉
を
止
め
る
。
�

Q
　
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
が
決
ま

っ
て
い
な
い
。
中
間
貯
蔵
施
設
も
、
日
本
全
体
の

廃
棄
物
の
量
か
ら
不
足
の
状
態
で
あ
る
。
着
実

な
推
進
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
�

A
　
（
エ
ネ
庁
）①
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

処
分
は
、概
要
調
査
地
区
の
選
定
、②
平
成
２０

年
代
前
半
を
目
途
に
精
密
調
査
地
区
の
選
定
、

③
３０
年
代
後
半
に
最
終
処
分
施
設
建
設
地
の

選
定
、④
４０
年
代
後
半
に
は
最
終
処
分
の
開
始

と
い
う
よ
う
に
段
階
を
踏
ん
で
進
め
て
い
く
。�

Q
　
原
子
力
政
策
と
し
て
、国
と
立
地
地
域
の

信
頼
関
係
の
強
化
、き
め
の
細
か
い
広
聴
・
広
報

と
言
う
が
、
刈
羽
村
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
住
民
投

票
結
果
は
、一
番
の
広
聴
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。�

A
　
（
エ
ネ
庁
）
住
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て

は
重
く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
し
て
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を

推
進
す
る
立
場
か
ら
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
力
を
し
て
行
き
た
い
。
�

Q
　
納
得
し
て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
受
け
入
れ
た

自
治
体
に
国
か
ら
多
額
の
お
金
が
出
る
の
は
疑

問
で
あ
る
。�

A
　
（
エ
ネ
庁
）原
子
力
発
電
所
や
関
連
施
設

受
入
れ
自
治
体
の
地
域
振
興
は
重
要
と
の
観

点
か
ら
交
付
金
制
度
が
あ
る
。
地
元
の
方
が
受

入
れ
に
対
し
て
判
断
す
る
一
要
素
と
思
っ
て
い
る
。�

��・
今
後
は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
や
高
経
年
化
の
問

題
が
あ
る
。
国
は
、
前
面
に
出
て
立
地
地
域

と
の
信
頼
関
係
の
強
化
を
図
る
と
共
に
、
立

地
地
域
や
隣
接
地
域
の
振
興
の
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。
�

・
環
境
問
題
、
と
り
わ
けC

O
2

削
減
の
目
標

値
達
成
の
た
め
に
も
原
子
力
発
電
は
必
要

と
考
え
る
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て
も
進
め

て
欲
し
い
。
�

・
原
子
力
政
策
の
、
検
討
委
員
の
構
成
は
、

年
輩
者
が
多
い
。
２０
年
後
、
３０
年
後
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
を
審
議
す
る
の
だ
か
ら
、
若
い

世
代
を
加
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
�

�

「
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
」
説
明
を
受
け
る
�

開 催 日 �
場　　所�
出 席 者�
オブザーバー�
�
�
�
�
内　　容�

第39回定例会の概要�
平成18年9月6日（水）�
柏崎原子力広報センター　研修室�
19名（欠席5名）�
新潟県、柏崎市、刈羽村�
資源エネルギー庁�
保安検査官事務所 �
地域担当官事務所�
東京電力（株） �
●前回定例会以後の動き�
●「エネルギー政策について」�
　（原子力政策の動向）�
＊説明者：�
　資源エネルギー庁　電力・ガス事業部�
　原子力発電立地対策・広報室長�

　　　　　　　　　　鈴木洋一郎氏�

●７号機現場視察について  �
●その他  

39
原子力政策について�

・最近のエネルギー情勢�
・地球温暖化について�
・原子力政策の基本方針�
・原子力発電の推進�
・海外における原子力発電の動向�
・ウラン燃料のリサイクル�
・核燃料サイクル�
・核燃料サイクルについての原子力委員会での議論�
・プルサーマルの位置付け�

原子力立国計画�

・原子力政策の今後の取組�
・原子力政策立案の５つの基本方針�
・原子力を巡る時代環境�
・原子力発電の新・増設、既設炉リプレース投
資の実現�

・既設原子力発電所の活用�
・核燃料サイクルの推進と関連産業の戦略的強化�
・高速増殖炉サイクルの早期実用化�
・次世代を支える技術・産業・人材の確保・発展�
・原子力産業の国際展開支援�
・原子力発電拡大と核不拡散の両立�
・国と立地地域の信頼関係の強化、きめ細かい
広聴・広報�

・放射性廃棄物対策の推進�
�

【説明内容の項目】�

Q
　
調
査
ル
ー
ト
を
選
定
し
た
理
由
は
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）
発
電
所
周
辺
地
域
の
地

盤
は
東
西
方
向
に
圧
縮
力
を
受
け
て
い
る
た

め
、
南
北
に
走
る
断
層
が
多
い
。
従
っ
て
、
東

西
方
向
に
計
測
す
れ
ば
断
層
を
発
見

出
来
る
と
考
え
、
選
定
し
た
。
�

Q
　
こ
の
地
域
は
油
田
の
地
下
構
造
図
等

が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
デ
ー
タ

と
の
不
整
合
が
出
た
場
合
、
ど
う
す
る
の
か
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）
調
査
結
果
を
見
て
、
必
要

が
あ
れ
ば
対
応
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
�

Q
　
調
査
ル
ー
ト
を
追
加
し
て
欲
し
い
と
要

望
し
た
が
。
�

A
　
（
東
京
電
力
）
十
日
市
を
横
断
す
る
ル

ー
ト
に
つ
い
て
、
大
湊
ま
で
約
1
㎞
延
伸
し
た
。
�

�

説明内容の詳細は「地域の会」ホームページをご覧下さい�

・
荒
浜
地
区
で
実
施
さ
れ
た
原
子
力
防
災

訓
練
に
つ
い
て
、
荒
浜
自
主
防
災
会
会
長

を
務
め
る
渡
辺
仁
委
員
か
ら
訓
練
内
容
及

び
感
想
等
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
�

ニュースアトムより�
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朝
夕
に
も
な
る
と
肌
寒
く
、
夕
暮
れ
が
本
当
に

早
く
な
っ
た
と
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
地
域
の
会
の
視
点
の
編
集
に
携
わ
っ
て
、
2
年
目

に
入
り
ま
し
た
が
言
葉
、
表
現
は
大
変
難
し
い

事
だ
と
い
つ
も
感
じ
て
定
例
会
、
編
集
に
参
加
を

し
て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
は
数
値
で
測
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
同
じ
内
容
で
も
安
全
・

安
心
と
感
じ
る
人
も
い
れ
ば
、
不
安
・
不
信
と

感
じ
る
人
も
い
ま
す
。
何
を
持
っ
て
安
全
か
、
遠
い

究
極
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
地
域
の
会

に
は
、そ
の
安
全
性
や
安
心
の
提
供
の
為
に
専
門
的

な
数
値
が
た
び
た
び
出
て
き
ま
す
。
唯
一
、
専
門
的

な
根
拠
を
持
っ
て
計
測
出
来
る
秤
で
は
あ
り

ま
す
が
、こ
の
数
値
の
根
拠
が
正
し
く
説
明
さ
れ
、

理
解
さ
れ
、そ
の
上
に
正
し
く
報
道
さ
れ
な
け
れ
ば

た
だ
の
数
値
で
あ
り
、
情
報
公
開
に
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
受
け
取
る
側
が
情
報
を
正
し
く

処
理
、
消
化
が
出
来
る
、
広
報
・
報
道
を
求
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
自
動
車
を
運
転
す
る
時
は
ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー

が
有
り
、
安
全
速
度
、
制
限
速
度
と
言
う
数
値
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

夕
暮
れ
時
に
は
よ
り
注
意
を
し
て
運
転
を
す
る

と
思
い
ま
す
。
や
は
り
最
後
の
安
全
は
人
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
物
な
の
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
天
候
の
悪
い
日
が
多
く
な
る
事
か
ら

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
運
転
を

心
が
け
て
行
こ
う
と
決
意
し
た
次
第
で
す
。
�

（
運
営
委
員
　

久
我
）
�

　２年前、思いきって自宅を太陽光
発電にしました。

以前より自然エネルギーに興味があ
ったとはいえ、

きっかけがないとなかなか導入にま
では踏み切れ

ないものです。たまたま背中を押さ
れることが重なり、これはよい

機会と決断しました。�

　以来２年５ヶ月、太陽光による発
電積算は１万ｋＷに及びます。現在

１ｋＷが約２０円ですから、我が家の
屋根でざっと２０万稼いだ計算に

なります。初期投資に追いつくには
１５年はかかりそうですが、むしろ

お金では買えないはずの太陽の恵
みを日々実感できるところに良さ

があります。雪融けとともに日照量
が増え、発電メーターがぐんぐん

回っているのを見ると元気が出ま
すし、雨の日わずかでも発電が

あると、雨雲の上にいるお日様の存
在に改めて気付きます。大袈裟

に言うなら、四季を通じて自分が太
陽系の一員であることを再認識

し、おのずとその責任も感じるよう
になりました。�

　「地域の会」の活動については発
足時より関心を寄せています。

発電所が存在する限り、行政、電力
会社、市民が率直に意見を交わ

すことのできる場は不可欠です。
個人的には、原子力発電は存在

自体が高度経済成長の落し子であ
り、すでに社会全体の仕組みの

中で見直す時期に来ていると感じて
います。六ヶ所村の問題にしても、

使用済核燃料の処理に莫大なお金
と石油を消費するというのでは、

明らかに矛盾だらけと思います。｢安
全だ｣｢いや安全ではない｣との

議論を繰り返す間も核のゴミは増
え続けているわけで、今後は来る

べき社会の方向性を視野に入れて
の話し合いも、ある程度必要では

ないでしょうか。�

　キッチンに置かれた我が家の小
さな太陽光発電のモニターには、

日没時家路のメロディとともに｢おつ
かれさま、今日の発電を終ります｣

なんてテロップが流れます。思わず
｢ご苦労さまでした！｣と最敬礼して

しまうのですが、こんな時小さな幸
せを感じるのもまた確かです。�

太陽のめぐみを�
感じながら�

柏崎市�石川 真理子さん�

　2001年の正月休みに刈羽村長は、記者会見
をして12月村議会決定を再議に付して、プルサー
マルを巡る論争は村民や議員の元へ戻され大騒ぎになりました。5月
27日の「プルサーマルの是非を問う住民投票」ではプルサーマル反対
が村民の意志という結論になりました。翌2002年7・8月、村は
「全集落説明会」を実施し、再度プルサーマルの必要性を説明しました。
その最終日、東京電力による不正記録が発覚し、事態は「立ち往生」
状態に陥りました。そんな混沌の中で、国・県・市町村・東京電力・
関係した住民グループが集まり、このような事態を打開し、前向きに
議論しようという事でこの「地域の会」が誕生しました。プルサーマル
賛成・反対、原発賛成・反対、よくわからないなど様々な立場の人達
が集まり、色々な問題を開かれた場所で話し合おうという趣旨です。�
　第二次世界大戦の廃虚の中から「国連」が誕生したように、プルサ
ーマルの是非を問う住民投票の混沌の中から「地域の会」は誕生し
ました。刈羽での運動の中で2名の仲間が病気事故で亡くなりました。
私はそんな仲間の意志も代理して「地域の会」を見つめています。
　全国にも例のない「地域の会」。�

　出席者には、真剣で前向きな議論を望みます。�

誕生前夜�

柏崎市�内藤 利成さん�

編
集
後
記
�

7
月
6
日
����

7
日
�

　
�

11
日
��

12
日
���

13
日
��

19
日
��

21
日
��

24
日
���

25
日
�

27
日
��

28
日
�

31
日
����

8
月
7
日
�����

8
日
���

11
日
��

16
日
�

21
日
���

22
日
���

28
日
��

29
日
���

31
日
������

9
月
4
・
5
日
��

5
日
�

6
・
7
日
�

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
等
の
測
定
計
器
に
係
る
不
適
合
事
象
に

関
す
る
原
子
力
安
全
・
保
安
院
か
ら
の
指
示
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
計
器
に
つ
い
て
適
正

な
指
示
値
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
よ
う
に
指
示
�

保
安
院
　
（株）
東
芝
製
原
子
炉
給
水
流
量
計
等
に
係
る
原
因
究
明
及
び

再
発
防
止
策
に
関
す
る
改
善
策
及
び
そ
の
実
施
状
況
の
報
告
を
指
示
�

当
社
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
計
器
の
点
検
計
画
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

協
力
企
業
作
業
員
の
計
画
線
量
超
え
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

3
号
機
の
原
子
炉
再
循
環
系
配
管
の
評
価
結
果
な
ら
び
に
4
号
機
の
原
子

炉
再
循
環
系
配
管
の
対
応
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
「
検
査
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
中
間
報
告
書
（
案
）
」

意
見
募
集
開
始
�

7
号
機
気
体
廃
棄
物
処
理
系
の
高
感
度
オ
フ
ガ
ス
モ
ニ
タ
の
指
示
値

上
昇
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
新
潟
県
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
に
関
す
る
技
術
委
員
会

を
開
催
�

定
期
検
査
中
の
3
号
機
の
原
子
炉
起
動
操
作
実
績
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
3
号
機
に
お
け
る
原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
系
配
管
の
欠

陥
に
関
す
る
評
価
の
妥
当
性
を
確
認
�

保
安
院
　
耐
震
・
構
造
設
計
小
委
員
会
（
第
7
回
）
開
催
�

保
安
院
　
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
対
す
る
保
安
検
査
結
果
等
（
平

成
18
年
度
第
1
四
半
期
）を
原
子
力
安
全
委
員
会
に
報
告
�

定
期
検
査
中
の
3
号
機
の
発
電
開
始
に
つ
い
て
公
表
�

当
社
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
計
器
の
点
検
過
程
で
確
認
さ
れ
た
運

転
上
の
制
限
を
逸
脱
す
る
事
象
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
2
号
機
第
1
回
及
び
6
号
機
第
2
回
定
期
安
全
管
理
審

査
の
評
定
結
果（
い
ず
れ
も
Ｂ
評
定
）を
東
京
電
力
（株）
に
通
知
�

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

保
安
院
　
1
号
機
第
1
回
定
期
安
全
管
理
審
査
の
評
定
結
果
（
Ｂ

評
定
）を
東
京
電
力
等
に
通
知
�

保
安
院
　
中
部
電
力
（株）
浜
岡
原
子
力
発
電
所
3
号
機
に
お
け
る

ハ
フ
ニ
ウ
ム
板
型
制
御
棒
に
ひ
び
が
確
認
さ
れ
た
旨
同
事
業
所
よ
り
報
告
�

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
、
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
お
よ
び
柏

崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の「
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
」の
修

正
な
ら
び
に
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

当
社
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
計
器
の
設
定
誤
り
等
へ
の
対
応
状
況

の
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
へ
の
報
告
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
東
北
電
力
（株）
女
川
原
子
力
発
電
所
第
1
号
機
、
第
2
号
機

及
び
第
3
号
機
の
点
検
結
果
、減
肉
の
原
因
調
査
結
果
の
報
告
に
併
せ
配

管
肉
厚
管
理
方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
受
理
し
妥
当
と
判
断
�

7
号
機
の
定
期
検
査
開
始
に
つ
い
て
公
表
�

港
湾
内
（
取
水
口
付
近
）に
お
け
る
海
底
土
か
ら
の
コ
バ
ル
ト
60
の
検

出
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
原
子
力
安
全
委
員
会
耐
震
指
針
検
討
分
科
会
に
お
け
る

改
訂
指
針
原
案
取
り
ま
と
め
�

「
8.
29
所
員
集
会
」な
ら
び
に「
花
の
苗
植
栽
」を
実
施
�

新
潟
県
　
新
潟
県
原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
監
視
評
価
会
議
開
催
�

新
潟
県
　
新
潟
県
防
災
会
議
開
催
�

当
社
原
子
力
発
電
所
の
計
器
の
設
定
に
係
る
不
適
合
の
原
因
究
明
と

再
発
防
止
対
策
の
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
へ
の
中
間
報

告
に
つ
い
て
公
表
�

1
号
機
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ（
Ｂ
）軸
封
部
の
監
視
強
化
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
東
京
電
力
（
株
）の
全
て
の
原
子
力
発
電
所
設
置
の
計
器

の
点
検
指
示
に
対
し
中
間
報
告
を
受
け
内
容
は
概
ね
妥
当
と
判
断
�

「
安
全
運
転
の
徹
底
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
新
潟
県
，
柏
崎
市
、
刈

羽
村
へ
報
告
�

起
震
車
を
使
っ
た
地
下
探
査
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
公
開
�

当
社
社
長
が
立
地
地
域
自
治
体
へ
ご
挨
拶
�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�

宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�

色
は
東
京
電
力
の
動
き
�

※
号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分
�

色
は
行
政
の
動
き
�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�

h t tp : / /www. t i i k i noka i . j p

4
古紙配合率100％再生紙を使用しています�

発行�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

※原則、毎月第1水曜日（5月～9月は午後7時から、10月～4月は午後6時半から）の開催です。�
※開催日時や場所は変更になる場合がありますのでご了承願います。�
※詳しくは「地域の会」事務局までお問い合わせ願います。�

会は公開公開で行われています。�
お気軽気軽にお越し下さい。�

会は公開で行われています。�
お気軽にお越し下さい。�

■今後の「地域の会」定例会の開催案内■�
第42回定例会�
日時：�平成18年12月6日（水）午後6：30～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�

第43回定例会�
日時：�平成19年1月10日（水）午後6：30～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�

（7月6日～9月6日）�（7月6日～9月6日）�


